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日本の都市計画；1960年代まで

・平安京や城下町は「都市計画」の産物

・官僚・学者が欧米の都市制度を参考にして，

・1919（大正8），都市計画法公布 … 地域制
（住・商・工），土地区画整理の制度化（それまで
は耕地整理）

＋ 市街地建築物法 … 防火地区，美観地区，
建築線，高さ制限（31m=約100尺）

・1923.9： 関東大震災 … 倒壊に加え
て火災多発，死者10万人
・1943.9： 鳥取地震：全半壊8900棟
・1948.6： 福井地震：全半壊17000棟

・近代制度としての都市計画は大正時代
… 近代工業発展・大都市化が進行＝東京，横浜，

名古屋，大阪，神戸 ＋ 京都の「六大都市」

・市街地の過密状態，住工混在による居住環境・
景観の悪化，高層化による日照問題， 自動車化

・1934.3， 函館大火 ：11,105戸
・1947.4， 飯田大火：4,000戸
・1949.2， 能代大火：2,200戸
・1956.3， 能代大火：2,600戸
・1952.4， 鳥取大火：5,228戸
・1976.10， 酒田大火：1,774棟

⇒ 1920,六大都市に， 1926,他都市に適用

・高さ制限は1968年の新都市計画法の制定
まで続き，この間に建てられたビルは，高さ
31mにそろっている。

★大規模な都市改造を促す契機となっ
たのは，市街地消失・破壊の出来事。

1）震災

2）大火

3）戦災

… 地方都市の耐火構造化の契機に

… 180都市

・建物倒壊に加えて，地震後，火災が多発
・過密建物のため一部は大規模な火災旋
風となって，空地に避難した人々を襲う。
・家財道具とともに避難したため，空き地
も過密状態に。

・死者の多くは下町の火災

・大火は江戸時代から「名物」
・維新後，市は防火対策に取り組み，
大火は激減していた：
・1870〜75，銀座通りをレンガ街に
・1881，東京防火令 … 道路沿いの
建て物を塗屋と瓦屋根に
・1888， 市区改正条例
・1919，都市計画法，市街地建築物法

・大震災は、その限界を暴くことに。

1923， 関東大震災 ・1923（大正12）年9月1日11：58
・M7.9， 相模トラフの断層運動 ・南関東で震度6〜7

・死者10万人
・行方不明4.3万人
・被害世帯69万

・下町の
大半を
焼失

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/pdf/kouhou040_12-13.pdf

http://www.tokyorinkai-koen.jp/sonaarea_wp/wp-content/uploads/2016/03/bosai_column003.pdf

震災復興事業

後藤新平の復興計画

・遷都の意見さえ出た東京を復興に導いたのは
後藤新平。4月まで東京市長。
・震災翌日に成立した第2次山本権兵衛内閣の
内務大臣。帝都復興院総裁を兼務。
・大規模な区画整理，公園整備，幹線道路の大幅
拡幅を伴う，予算額30億円＝国家予算の2年分
の膨大な計画を策定。
・「大風呂敷」の綽名で呼ばれ，各界から猛反対
にあい，議会承認額は10分の1（3.4億円）に。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/pdf/kouhou040_12-13.pdf

・水沢出身。大叔父高野長英
の・影響で医者をめざし，内務省
医衛生局，台湾民生長官を歴任
し，衛生インフラ整備に努める。
満鉄初代総裁，内務大臣，外務
大臣，東京市長，NHK初代総裁。

・その計画は，台湾や満州で力を発揮した，
医学の発想からする，人間の健全生活の理
想に基づく復興計画。
・事業は縮小され，道路幅も「70〜90m」の
当初案は大幅に狭められながらも，現在の
東京の道路網の骨格と，多数の都市公園を
実現 … 「大風呂敷」が功を奏す
・計画道路幅は「防火」のほか，当時は自動
車普及の前でありながら，将来の自動車化
を見通していたという。

http://www.tokyorinkai-koen.jp/sonaarea_wp/wp-content/uploads/2016/03/bosai_column003.pdf

後藤新平（1857〜1929）
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http://xwin2.typepad.jp/xwin2weblog/2012/09/t11gardencityplane.html

田園調布

・1918（大正7），理想の住宅地「田園都市」の開発
を目的とする「田園都市（株）」（渋沢栄一ら）により
開発され、1923年8月から分譲された住宅地。

・勤労者家族向けだったが，段丘上で
大震災被害が軽微のため，富裕層が
移住し，次第に高級化。

・半円形街路は，渋沢の子の提案。

http://archives.c.fun.ac.jp/hakodateshishi/tsuusetsu_03/shishi_05-02/shishi_05-02-07-02-01.htm

大火が作った函館
・1907（明40）年大火は、約1000人の死傷者を
出し、町の中心部の大半を焼き尽くしました。
・しかし、経済力を蓄えてきた市民の力で復興
が成し遂げられます。
・旧函館区公会堂、旧相馬邸、旧イギリス領事
館、カトリック元町教会、ハリストス正教会など、
現存する歴史的建物の大半は、この大火後に
建てられたものです。

・1878,79（明11,12）年大火の後、函館山
山麓の坂の直線化と拡幅が行われ、そ
の区割り（左図）は今もみられます。

https://www.hakobura.jp/deep/2015/07/post-276.html

・函館は風が強いこと、水利不十分だっ
たことから、何度も大火に見舞われました。

https://www.hakobura.jp/deep/2015/07/post-276.html

・1934（昭9）年の大火は、死者2000
人以上、市街地の半分以上が罹災
しました。
・大火後の復興計画は、最大幅員
55mの防火帯を市内に縦横に配す
る斬新なものでした。
・このときの緑地帯が今の市街地
の骨格を形作っていることが、空中
写真（右）や，函館山から確かめら
れます（下）。

新川公園⇒
的場↑



戦災復興

https://blog-cms.c.yimg.jp/blog-
cms/blog.map/20150805_column_postwar01.png

空襲，艦砲
射撃，機銃
掃射による
死者数

・1945.10， 内務省「戦災復興基本方針」
策定し， 戦災復興院を設置（建設省に引
き継がれる。
・1946.9， 「特別都市計画法」施行

・復興事業の柱…幹線街路
の拡幅，公園緑地整備
・地方都市の幹線街路は幅
36mを標準

・戦争末期の1945年，防空能力を喪失
した日本に，米軍爆撃機が次々飛来，
主要都市を焼け野原に。

・空襲被害は，現象としては
大火災⇒防火対策と相似

仙台の戦災復興

wikimedia

芭蕉の辻芭蕉の辻芭蕉の辻芭蕉の辻

・1945年7月9〜10日，大空襲
・消失家屋11933戸，中心部500haが焼土に

・1946.9， 市の復興計画，復興院の承認得る
・中心は拡幅道路の設置 ＋公園緑地
…旧街路とは桁外れの幅30〜50m道路

・土地所有者2480人，借地権者755から委員
を選んで土地区画整理委員会を組織
・被災地に残った堅牢建物の撤去や不法居
住者の立ち退きなどの難問に対処
・飛び地換地が多数発生
・1961.3， 仮換地を終えて完工
・清算・登記の完了は1975年6月

戦災前の街路

仙台市開発局,1981,『仙台市戦災復興誌』

（二日町の北は省略）

・城下町時代，芭蕉辻
付近で道幅3〜4間。
・東一番丁は3間ほど。

・1887，仙台駅
開業で南町通
を9間に拡幅
・1926，市電通
りを拡幅

復興後の街路

仙台市開発局,1981,『仙台市戦災復興誌』

・ほぼ現在の街路に



・大幅増：道路，公園
・大幅減：宅地

⇒減歩率：24.7％

◇南北
・東二番丁：50m
・細横丁（晩翠通）：30m
・清水小路：27m
・堤町長町線：22,36m

西（桜ケ岡），勾当台，
錦町，勝山etc.

復興道路

◇東西
・定禅寺通：27，36，46m
・広瀬通：20，36m
・青葉通：20，36，50m

※全25路線，青字は愛称

都市公園

景観整備

・1949〜53，幹線街路の無電柱化
・1951〜 街路樹を積極植栽

伝統雅称「杜の都」の復活をめざす

名古屋の100m道路

・名古屋の中心部には
幅100mの道路が東西
南北に走っている。
・自動車のために設定
された幅ではない。
・100mの間にはテレビ
塔や公園もある。

・戦前は密集市街地。
・終戦直前の空襲で
焼野原になった。
・復興計画において市
が100m道路を設定。
・もちろん延焼防止と
避難場所として。

・南北の久屋大通り
は1963年に完成↓

若宮大通り

名古屋城

テレビ塔★

1930 1962頃

福井市の復興

今昔マップ

・1945.7.19，大空襲で市街の95％を焼失
・主産業の織物工場は郊外にあって難を逃れる
・地域経済の力で，建物は急速に復興。

・幹線街路は「百年の計」で最大44m幅に。

・1946.6.17，大地震。本建築の6割が全壊。
⇒戦災復興計画が，震災後も継承。
・住民の防災意識が高まり，困難な換地処分
は1947年度内にほぼ完了。

・倒壊した周辺地域の織物工場も，国策で復興。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1948_fukui_jishin/pdf/10_chap07.pdf


